
  

 本研究は、下関市を中心とした自治体のシティプロモーションに係る実態と

その動向を掌握すると同時に、シティプロモーションの可能性を探ることで、

これからのシティプロモーションのあり方や方法に関して検討することを目的

としている。本報告は中間報告と位置づけて、2016年度（平成28年度）の前半

から中盤において実施した、下関市におけるシティプロモーションに係る現地

ヒアリング調査ならびにデータ収集の結果から見えてくる検討すべき課題を明

らかにする。  

◆日  時 ：  ６ 月８ 日（木） １８ ：３０～２０ ：３０ （質疑応答含む） 

◆場  所 ：  下関市立大学本館Ⅰ-２０１教室 

◆参加費 ：  無料 

◆申込み ：  不要 

◆駐車場に限りがありますのでなるべく公共交通機関をご利用ください。 
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 地域共創研究とは、本学教員が地域貢献の観点から地域課題を見出し、その課題解決に取り組むことを目的とした研究

です。この度、平成２８年度研究の成果報告を下記のとおり開催いたしますので、市民の皆様及び本学学生の多くのご参

加をお待ちしております。 

 ※下記の２報告ともに、２年の研究期間のうち１年目終了段階の中間報告です。 

【報告１】 下関市における地域金融機関のマーケティング戦略 

【報告２】 下関市におけるシティプロモーションの可能性 

 金融機関の経営基盤となる山口県・下関市の金融経済環境を特に金融市場構

造と地域金融機関の特徴に注目して概観した。さらに、山口県および下関市に

おける預金金融機関の店舗配置について分析した。山口県における金融機関の

店舗配置に関する特徴を同様の手法を他県に適用して分析した先行研究の成果

と比較検討し、山口県における金融機関の店舗配置と経済性との関係の特徴を

明確にした。また、既存の店舗配置研究の限界も窺え、新しい角度からの分析

の導入が課題であることも指摘した。  
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